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【「
中
間
ま
と
め
」の
概
要
】

Ⅰ　

自
治
基
本
条
例
制
定
の
背
景

　

こ
れ
ま
で
全
国
で　

以
上
の
地
方
自

３０

治
体
で
、
「
自
治
基
本
条
例
」
に
対
す

る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
は
、
地
域
の
課
題
や
個
別

の
事
情
に
よ
り
差
異
が
あ
り
ま
す
が
、

共
通
の
背
景
と
し
て
、
①
公
共
部
門
に

お
け
る
行
政
機
能
の
拡
大
と
住
民
の

「
私
」
へ
の
埋
没
②
地
方
分
権
改
革
③

公
共
を
担
う
主
体
の
多
様
化
④
地
方
自

治
制
度
を
規
定
す
る
法
の
不
備
の
補
完

⑤
新
し
い
権
利
の
提
唱
、
の
５
つ
の
要

素
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ⅱ　

自
治
基
本
条
例
の
根
底
に
流
れ
る

基
調

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
「
自
治

基
本
条
例
」
の
制
定
は
、
分
権
体
制
下

に
お
け
る
自
治
体
と
地
域
住
民
の
「
憲

法
」
と
な
る
べ
き
「
自
治
体
の
最
高
規

範
」
及
び
基
本
ル
ー
ル
の
制
定
を
志
向

す
る
新
し
い
運
動
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
基
本
ル
ー
ル
と
は
、

「
情
報
共
有
・
住
民
参
加
」
及
び
「
協

働
」
の
２
つ
の
原
則
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
原
則
を
支
え
る
制
度
づ
く
り
、
仕
組

み
づ
く
り
が
、
「
自
治
基
本
条
例
の
根

底
に
流
れ
る
基
調
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Ⅲ　

自
治
基
本
条
例
の
諸
要
素

１
�
地
域
に
お
け
る
自
治
の
基
本
理
念

と
基
本
原
則
に
つ
い
て
の
規
定

　

前
述
し
た
自
治
基
本
条
例
を
支
え
る

３
つ
の
基
調
「
自
治
体
の
最
高
規
範
」

「
情
報
共
有
・
住
民
参
加
」
「
協
働
」

は
、
日
本
各
地
の
自
治
基
本
条
例
に
共

通
す
る
基
本
理
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

さ
ら
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
町
田
市

独
自
の
基
本
理
念
と
し
て
「
住
民
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
住
民
の
本
来
持
っ
て

い
る
力
を
引
き
出
す
こ
と
）
」
を
加
え

た
４
つ
の
考
え
方
を
、
町
田
市
の
自
治

基
本
条
例
の
基
本
理
念
と
捉
え
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
基
本
理
念
を
受
け
、

２
つ
の
基
本
原
則
「
地
域
共
治
（
ガ
バ

ナ
ン
ス
）
」
「
計
画
的
・
市
民
参
加
型

行
政
運
営
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
」
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
具
現
性
を
高
め
る

も
の
と
し
ま
し
た
。

２
�
地
域
に
お
け
る
自
治
を
担
う
主
体

の
権
利
及
び
責
務
に
つ
い
て
の
規
定

（
１
）
住
民
等
の
権
利

　

住
民
等
の
権
利
に
関
し
て
、
ま
ず
、

「
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権
利
」
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方
自
治

体
の
役
務
の
提
供
を
等
し
く
受
け
る
権

利
や
選
挙
に
参
与
す
る
権
利
を
一
歩
進

め
た
、
自
治
の
実
現
の
た
め
に
、
ま
ち

..

づ
く
り
の
過
程
に
手
続
的
に
参
加
す
る

権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

（
２
）
住
民
等
の
責
務

　

住
民
等
の
責
務
と
し
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
自
ら
の
責
任
と
役
割
を

自
覚
し
、
積
極
的
、
主
体
的
に
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
他
の
住
民
等
を
尊

重
し
な
が
ら
連
携
し
、
協
力
す
る
と
い

う
「
参
加
・
協
働
の
推
進
」
が
挙
げ
ら

れ
る
と
と
も
に
、
「
具
体
的
施
策
へ
の

協
力
」
も
、
住
民
の
責
務
と
し
て
考
え

ら
れ
ま
す
。

（
３
）
事
業
者
の
権
利
・
責
務

　

事
業
者
も
住
民
の
一
部
で
す
が
、
そ

の
社
会
経
済
活
動
が
ま
ち
づ
く
り
へ
与

え
る
影
響
が
大
き
い
た
め
、
「
公
共
空

間
」
を
構
成
す
る
主
体
の
一
員
と
し

て
、
住
民
と
は
分
け
て
権
利
・
責
務
が

規
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
配
慮
・
協
力
義
務
を
規
定
す
る

こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

（
４
）
行
政
等
の
責
務

　

行
政
の
主
体
と
し
て
、
町
田
市
ば
か

り
で
な
く
、
東
京
都
と
国
も
、
町
田
市

域
の
「
公
共
空
間
」
に
お
け
る
一
主
体

と
し
て
、
自
治
基
本
条
例
の
対
象
に
取

り
込
む
べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
的
な
行
政
等
の
責
務
と
し
て

は
、
参
加
・
協
働
の
推
進
、
説
明
責

任
、
情
報
公
開
・
提
供
、
組
織
機
構
・

職
員
の
資
質
向
上
、
地
域
の
主
体
的
ま

ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
、
各
主
体
が

特
性
を
生
か
し
な
が
ら
自
立
す
る
こ
と

へ
の
支
援
、
「
公
共
空
間
」
全
体
の
総

合
調
整
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

３
�
権
利
・
責
務
と
行
政
運
営
の
循
環

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
）
の
関
係

に
つ
い
て
の
規
定

　

上
記
の
「
自
治
基
本
条
例
の
諸
要

素
」
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
ま
す
と
、
お

の
ず
と
、
自
治
を
担
う
主
体
の
権
利
・

責
務
と
行
政
運
営
の
循
環
（
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
イ
ク
ル
）
と
の
関
係
が
問
題
と

な
り
ま
す
。

　

言
い
換
え
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主

体
は
、
行
政
運
営
の
各
要
素
の
循
環

.

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
）
に
お
い

て
、
い
か
な
る
権
利
と
義
務
・
責
務
を

有
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

４
�
議
会
の
運
営
・
活
動
に
関
す
る
基

本
的
事
項
に
つ
い
て
の
規
定

　

議
会
は
自
治
体
の
機
関
で
あ
り
、

「
公
共
空
間
」
の
一
員
と
し
て
担
う
役

割
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
、
議
会
に
関

す
る
規
定
も
自
治
基
本
条
例
に
設
け
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
規
定
の
内
容

　

議
会
に
関
す
る
規
定
の
内
容
は
、
次

の
２
つ
に
大
別
で
き
ま
す
。

①
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
こ
と

②
行
政
に
関
す
る
監
視
の
役
割

（
２
）
提
案
の
内
容

　

町
田
型
自
治
基
本
条
例
に
お
い
て
検

討
す
べ
き
事
項
と
し
て
提
案
さ
れ
た
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

.

①
議
員
の
代
表
性
（
「
地
域
」
代
表

か
、
「
全
体
」
代
表
か
／
市
内
の
地
域

差
へ
の
対
応
）

②
開
か
れ
た
議
会
（
市
民
が
関
心
を
持

つ
議
会
／
夜
間
開
催
）

③
新
た
な
議
会
の
位
置
づ
け
（
大
規
模

無
報
酬
制
／
二
院
制
化
／
執
行
機
関

化
）

④
新
た
な
議
会
と
市
民
の
関
係
（
説
明

責
任
／
議
会
と
市
民
と
の
協
働
）

⑤
新
た
な
議
会
・
議
員
の
規
定
（
議
会

と
議
員
の
峻
別
／
市
民
の
代
表
機
構
の

明
記
）

⑥
事
務
局
体
制
の
強
化

意
見
募
集
を
行
い
ま
す

　

「
中
間
ま
と
め
」
に
対
す
る
ご
意
見

は
、
検
討
委
員
会
で
の
議
論
の
進
行
の

都
合
上
、　

月　

日
（
月
）
ま
で
に
、

１１

２１

氏
名
を
明
記
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
送
付
し
て
下
さ
い
。
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い
た
だ
き
ま
し
た
「
中
間
ま
と
め
」

に
対
す
る
ご
意
見
は
、
今
後
、
検
討
委

員
会
で
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
（
個
人

が
特
定
さ
れ
る
よ
う
な
情
報
は
秘
匿
い

た
し
ま
す
）
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
意
見
に
対
し
て
、
個
別
の

回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
下

さ
い
。
後
日
公
開
さ
れ
る
会
議
録
要
旨

を
ご
確
認
下
さ
い
。

　

今
ま
で
の
検
討
委
員
会
の
開
催
経

過
、
会
議
録
要
旨
に
つ
い
て
は
、
市
政

情
報
「
や
ま
び
こ
」
、
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
会
議

録
要
旨
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
は
、
検
討
委
員
会
の
終
了
（
２
０
０

６
年
２
月
を
予
定
）
ま
で
、
引
き
続
き

お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
氏
名
を
明

記
の
う
え
、
上
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
送
付
し
て
下
さ
い
。

□問
 

町
田
市
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会

（
事
務
局
）
企
画
調
整
課
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７
２
４
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２
１
０
３

　
　

月　

日
、
寺
田
市
長
は
相
模
原
市

１０

１９

の
加
山
助
役
と
と
も
に
、
大
野
防
衛
庁

長
官
、
北
原
防
衛
施
設
庁
長
官
、
町
村

外
務
大
臣
を
訪
問
し
、
「
相
模
総
合
補

給
廠
の
強
化
案
に
反
対
し
、
早
期
返
還

を
求
め
る
要
望
書
」
を
手
渡
し
ま
し
た

（
立
会
人
・
伊
藤
公
介
衆
議
院
議
員
、

亀
井
義
之
衆
議
院
議
員
、
赤
間
二
郎
衆

議
院
議
員
）
。

　

相
模
総
合
補
給
廠
は
、
相
模
原
市
の

中
心
市
街
地
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
相
模
原
駅
周

辺
地
区
に
位
置
し
て
お
り
、
市
民
生
活

や
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
障

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
基
地

は
町
田
市
に
近
接
し
て
い
る
た
め
、
２

０
０
４
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
町
田

・
相
模
原
業
務
核
都
市
基
本
構
想
」
に

基
づ
き
、
両
市
が
共
に
進
め
て
い
る
業

務
核
都
市
の
形
成
を
達
成
す
る
上
で

も
、
同
基
地
の
返
還
は
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
在
日
米
軍
再
編
に
関
す
る

日
米
政
府
間
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い

る
中
で
、
最
近
、
相
模
総
合
補
給
廠
に

自
衛
隊
の
部
隊
を
配
置
す
る
な
ど
の
報

道
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
両
市

長
連
盟
に
よ
り
同
基
地
の
早
期
返
還
・

自
衛
隊
の
移
駐
等
の
基
地
強
化
反
対
・

地
元
利
用
計
画
の
尊
重
等
の
要
請
を
お

こ
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
本
政
府
側
か
ら

は
、
最
終
報
告
書
作
成
ま
で
の
間
、
地

元
の
実
情
も
ふ
ま
え
つ
つ
、
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

の
回
答
を
得
ま
し
た
。

□問
 

企
画
調
整
課
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７
２
４
・
２
１
０
３

　

町
田
市
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
町
内
会
・

自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
行
政
な
ど
を
は
じ
め
地
域
で
活
躍
す
る
方
々
や

団
体
が
、
み
ん
な
で
共
に
治
め
る
た
め
の
ル
ー
ル
「
自
治
基
本
条
例
」
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
２
０
０
６
年
２
月
を
目
途
に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
検
討
内
容
を
よ
り
ご
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
、
こ
こ
で
「
中
間
ま
と
め
」
を
作
成
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
う
た
め
「
意
見
募
集
」
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
一
読

い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
ご
意
見
は
、
「
答
申

（
案
）」
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
「
中
間
ま
と
め
」
は
、
市
政
情
報
「
や
ま
び
こ
」
、
各
市
立
図
書

館
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
無
償
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
田
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

寺寺
田田
市市
長長
がが
日日
本本
政政
府府
にに
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　市の管理する「公園の広
場」等で民間企業や団体
が、有料でサッカー教室な
どを開催することは市の条
例等により認められていま
せん。このような行為が見
受けられましたら、公園緑
地課（11７９３・７６１１）までご
連絡下さい。

　

市
で
は
、
町
田
市
自
治
基
本
条
例
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
お
考
え
を
伺
う
た
め
、
町
田
市
在
住
の　

歳
以
上
の
男
女
５
０
０
０
人

１５

（
無
作
為
抽
出
）
の
方
に
、
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
（
本
年
９
月
２

日
か
ら　

日
、
回
答
率　

・
３
％
）
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

１４

４０

概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、そ
の
一
部（
左
グ
ラ
フ
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

現
在
、
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
を
進
め
て
お
り
、
結
果
が
ま
と
ま
り
次
第
報
告

書
を
作
成
し
、
閲
覧
と
販
売
を
行
う
予
定
で
す
。

地域の課題を解決するための、市民同士、あるいは地域の組織や団体と
市民との間で協力しあえるようなルールづくりの重要性、必要性
（１）重要性（Ｎ＝２，０１７）

ご注意下さい！ご注意下さい！

有料有料サッカーサッカー教室教室
などの公園利用などの公園利用
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（２）必要性（Ｎ＝２，０１７）
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